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3月 3日は、雛祭りの行事が

各地でおこなわれています。雛

壇に美しい人形を飾り付け、菱

餅・白酒・アラレなどを供えて

お祝いします。この雛祭りは、

古代におこなわれていた祓いの

行事がもとになっていると考え

られています。3月 3日の雛祭

りのことを上
じょうし

巳の節供とも呼ん

でいます。上巳は本来 3月最初

の巳の日という意味で、中国で

はこの日水辺に出て飲酒し、不

浄を祓う行事が行われていまし

た。これを「上巳の祓」といい、

奈良時代に日本に伝えられ、3

月 3日の行事として行われるよ

うになりました。

祓いの行事では、古くは「人

形（ヒトガタ）」を作って自分

の身体を撫でて、穢れや悪いも

のを移す身代わりとし、それを

川に流すことが行われていまし

た。このヒトガタが後に川や海

に棄てられるものだけでなく、

保存され美しく飾られるように

もなり、それが雛人形へと発展

して 3月 3日に雛人形を飾るよ

うになったといわれています。

このように雛祭りは「上巳の

祓」を基にして成立しましたが､

その根底には古くから日本に

伝わる人形を用いた祓いの思想

が残されています。そして、こ

のようなヒトガタがもとになっ

て、雛人形というかたちに発展

していき、雛人形を飾

ることによって子供の

健やかな成長を願う行

事として全国的に定着

していったのです。

雛祭りは、地方によ

って祭りの内容もさま

ざまな特色がみられま

すが、市域では雛祭り

のことを ｢桃の節供 ｣

とか「女の節供」とい

い、一般には月遅れの 4

月 3日に行っています。

そして女の子のお祭り

であるとともに婚姻習

俗とも関わりがある行

事でした。

女の子のいる家では、座敷に

雛人形を飾り、菱餅・白酒・巻

寿司などを供えます。特に菱餅

は欠かせないもので､白餅と食

紅で染めた赤餅、ヨモギをまぜ

た草餅の3色の餅を重ねて作り

ました。また、嫁いで最初の年

の雛祭りは、「嫁節供」といって、

おもに嫁の実家や仲人などから

「高砂の人形」が贈られます。こ

れは末永く共に白髪の生えるま

で仲良く暮らすようにと縁起を

担いで贈られるものです。

また、子供が生まれて初めて

迎える節供のことを「初節供」

といいます。初節供には、里方・

親戚・知人などから男子には

5月 5日の端午の日に武者人形

や鯉幟が、女子には 3月 3日の

雛祭りに雛人形や雛道具が贈

られ、子供の健やかな成長と幸

福を祝います。特に女子の初節

供には、内裏雛のほかに「オボ

コサマ」と呼ばれる御所人形や

「スワリデク」と呼ばれる裃人

形が贈られました。これらの人

形は、出産を祝う習俗によるも

のでもあり、古くから魔除けと

して新生児の枕もとに置かれた

「天児」や ｢這子 ｣と呼ばれる

祓いの人形に由来するものと思

われます。

このように雛人形のほかに雛

壇には、婚姻や出産を祝うもの

として「高砂の人形」や「オボ

コサマ」なども飾り、雛壇を飾

った部屋の壁には、三月絵とい

う華やかな紙絵の掛軸をたくさ

ん吊るし賑やかに飾り付けてい

ました。

市域では、雛人形は早く出し

て早くしまうものだといい、遅

くまで飾っていると娘の結婚

が遅くなるといいます。また、

人形は必ず飾るもので、出さな

いと人形が泣くともいわれてい

ます。そして、女の子が生まれ

た初節供には、親戚や仲人など

を招いて祝宴を催し、特に長女

の初節供には盛大にお祝いをし

ました。

（布施光敏）

富士吉田あれこれ

女の節供

■市内の雛飾り / 昭和中頃



2 3 



4 5 



6 7 




